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特  

集
第
46
回
町
民
体
育
祭

各
学
校
運
動
会

小
学
校
陸
上
記
録
会
・
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

シ
マ
の
話
題

　

そ
の
１(

サ
ト
ウ
キ
ビ
生
育
状
況　

ほ
か
）

　

そ
の
２(

長
島
稔
Ｃ
Ｄ
発
売
記
念
ラ
イ
ブ　

ほ
か
）

喜
界
町
職
員
等
の
給
与
等
の
状
況

民
生
委
員
児
童
委
員
だ
よ
り

新
連
載　

シ
マ
の
入
り
江
と
潮
だ
ま
り

喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓

島
に
咲
く
花
・
今
月
の
わ
ん
こ
・
編
集
後
記

広　 報

N o . 497

11
平成20 年

（ 2 0 0 8 ）

表紙説明

　九月から十月にかけて、 各種運動会が開催

された。 小春日和というにはひと月ほど早いが、

十月になっても厳しい残暑であった。

　表紙は、 湾小運動会プログラムの表紙を飾っ

た絵である。 大胆なタッチで暑さを吹き飛ばし、

生き生きとした躍動感が伝わってくる。

　運動会、 ウヤンコウ、 駅伝が終われば、 シマ

は製糖期を迎え、 冬の足音が聞こえてくる。

汗
ば
む
陽
気
の
秋
空
に

　

 

セ
ミ
の
声
を
聞
き
な
が
ら･

･
･

６年ろ組　森みなみ

１年い組　はしぐちえいすけ

５年い組　朝原　司

３年ろ組　岡本大志



　
「
み
な
ぎ
る
力　

あ
ふ
れ
る
友
情　

競
う
心
を
ひ
と
つ
に　

輝
け
島
人
魂　

今

こ
こ
に
！
」（
作
：
志
戸
桶
小
５
年
、
園
田
裕
二
郎
君
）
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

第
46
回
町
民
体
育
祭
が
10
月
12
日
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
10

月
と
は
い
え
汗
ば
む
陽
気
の
も
と
、
11
の
チ
ー
ム
が
地
域
の
威
信
を
か
け
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

A
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
は
ト
ラ
ッ
ク
競
技
を
中
心
に
安
定
し
た
強
さ
を
見
せ
つ
け

た
湾
A
チ
ー
ム
が
輝
き
、
準
優
勝
に
は
団
体
及
び
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
10
種
目
に

お
い
て
１
位
６
種
目
、
２
位
２
種
目
と
堅
実
に
得
点
を
重
ね
た
上
嘉
鉄
が
続
き
、

志
戸
桶
・
佐
手
久
チ
ー
ム
が
第
３
位
に
食
い
込
ん
だ
。
ま
た
、
B
ブ
ロ
ッ
ク
の

優
勝
は
早
町
チ
ー
ム
、
第
２
位
は
阿
伝
チ
ー
ム
、
第
３
位
は
小
野
津
チ
ー
ム
で

あ
っ
た
。
な
お
、
選
手
た
ち
を
鼓
舞
す
る
注
目
の
応
援
合
戦
は
、
気
合
い
満
点

の
応
援
を
み
せ
た
荒
木
チ
ー
ム
が
１
位
を
も
ぎ
取
っ
た
。

　

ま
た
、開
会
式
で
は
今
年
度
の
個
人
・
団
体
の
表
彰
が
あ
り
、藤
山
茂
樹
氏
（
空

手
部
門
）
が
代
表
し
て
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
。

▲�
上
嘉
鉄
小
学
校
の
鼓
笛
隊
入
場
に
よ
り
、

い
よ
い
よ
町
体
の
は
じ
ま
り
だ
！
指
揮
を

と
る
の
は
６
年
生
の
寿
健
也
く
ん

▲選手宣誓は坂嶺チーム　森�卓人選手

▲�真剣勝負の前に選手・観衆を和ませてくれた
　幼稚園児たちのお遊戯　

▲にこやかに炬火を掲げるは
　上嘉鉄チーム　梅�龍飛君

▲

め
ざ
せ
！
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
で
競
技

　

の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

　
「
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
反
対
に
持
っ
て
も

　

こ
の
距
離
は
外
し
ま
せ
ん
よ
」

▲応援合戦で優勝した荒木チーム
　「気合い入りまくり」でした。押忍！

B
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
は
早
町
、
湾
C
は
34
点
の
大
躍
進
も
最
下
位
に
沈
む

町
民
体
育
祭

第46回

2

湾
A
が
２
年
ぶ
り
優
勝
旗
奪
還
!!



▲上嘉鉄チーム友岡芳成選手の猛追をしのぎ１着入線した
　湾 Cチームの松元純也選手

▲効率的に玉入れをした湾 Aチーム、断トツ１位
　観衆からも「玉の密度が違う」と驚嘆の声

▲スピードと持久力の両方が要求される 1500M走（中学男子）

▲ハイ、選手が参ります。危ないので白線　
　まで下がって応援してくださ～い。
　（駅員風に）

▲�「結婚指輪が傷つかないようにバトンはそっ
と渡してね」そのスキをついて喜禎運送店、
嶺新一選手が追い抜いてゆく▲底ヂカラを発揮した「上嘉鉄綱引き軍団」見事優勝！�

▲

�

歴
代
選
手
た
ち
の
汗
と
涙
が
染
み
こ

ん
だ
「
大
優
勝
旗
」
を
町
長
か
ら
受
け

取
る
湾
A
チ
ー
ム
、
幸�

里
菜
子
選
手

（※個別成績は次ページを参照）
▲�チームの総合力が試される混成リレー、この競技を最後
に熱戦に終止符が打たれる
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●めざせ！ホールインワン
1位 湾 22 打
2位 湾Ｃ 22 打
3位 坂嶺 22 打

●放とうボール
1位 湾 3分 06 秒 6
2 位 阿伝 3分 31 秒 7
3 位 坂嶺 3分 32 秒 3

●二人仲良く
1位 上嘉鉄 40 秒 9
2 位 湾 41 秒 4
3 位 赤連・池治 44 秒 4

●玉入れ
1位 湾 52
2 位 上嘉鉄 34
3 位 阿伝・早町 29

●輪投げ
1位 荒木 2分 09 秒 8
2 位 上嘉鉄 2分 10 秒 7
3 位 赤連・池治 2分 11 秒 4

●運俵リレー
1位 上嘉鉄 38 秒 02
2 位 志佐 38 秒 09
3 位 早町 39 秒 10

●綱引き
1位 上嘉鉄
2位 荒木
3位 坂嶺・小野津

●ナイス！ストライク
1位 上嘉鉄 1分 18 秒 5
2 位 志佐 1分 43 秒 8
3 位 湾 1分 51 秒 0

●安全運転
1位 上嘉鉄 1分 28 秒 9
2 位 志佐 1分 41 秒 2
3 位 湾 1分 53 秒 3

●むかで競争
1位 上嘉鉄 1分 09 秒 4
2 位 湾Ｃ 1分 39 秒 4
3 位 荒木 1分 39 秒 7

● 100㍍走小学男子
1位 吉沢凛太郎 湾 14 秒 6
2 位 山倉　光貴 湾Ｃ 14 秒 9
3 位 和田　直弥 荒木 15 秒 0

● 100㍍走小学女子
1位 榮田　琴美 上嘉鉄 14 秒 9
2 位 豊　　志乃 赤連・池治 15 秒 3
3 位 登　　千慧 志佐 15 秒 4

● 100㍍走中学男子
1位 若松　　雄 早町 12 秒 5
2 位 松元　翔太 湾Ｃ 12 秒 6
3 位 龍田　　翔 湾 13 秒 0

● 100㍍走中学女子
1位 松村　清来 赤連・池治 14 秒 5
2 位 実田　未沙 上嘉鉄 14 秒 8
3 位 重村　　星 湾 15 秒 1

● 100㍍走高校男子
1位 松元　純也 湾Ｃ 12 秒 3
2 位 友岡　芳成 上嘉鉄 12 秒 4
3 位 富　裕太郎 湾 12 秒 6

● 100㍍走高校女子
1位 喜浦佳奈子 小野津 15 秒 3
2 位 幸　里菜子 湾 15 秒 4
3 位 山元由紀子 湾Ｃ 15 秒 5

● 100㍍走 20 歳代男子
1位 富田　健太 上嘉鉄 12 秒 0
2 位 古謝　太志 赤連・池治 12 秒 2
3 位 竹下　　昇 志佐 12 秒 5

● 100㍍走 20 歳代女子
1位 前泊　佑香 上嘉鉄 14 秒 7
2 位 乾　　千尋 湾 15 秒 4
3 位 勝間　千明 赤連・池治 16 秒 2

● 100㍍走 30 歳代男子
1位 上地　徳人 湾 12 秒 7
2 位 吉田　圭志 阿伝 12 秒 9
3 位 豊田　純司 早町 13 秒 0

● 100㍍走 30 歳代女子
1位 廣瀬　信子 湾 15 秒 6
2 位 角　　晴美 赤連・池治 16 秒 2
3 位 佐久田百代 湾Ｃ 16 秒 3

● 100㍍走 40 歳代男子
1位 向井　康治 志佐 13 秒 0
2 位 岡本　道也 湾 13 秒 2
3 位 大高　佳男 上嘉鉄 13 秒 7

● 100㍍走 40 歳代女子
1位 石原　良江 早町 16 秒 0
2 位 中山　宏江 湾 17 秒 3
3 位 川畑由美子 志佐 17 秒 7

● 800㍍走中学女子
1位 美代さつき 湾 ※ 2分 38 秒 3
2 位 浦口　友華 湾 2分 40 秒 6
3 位 園田　樹子 赤連・池治 2分 42 秒 7

● 100㍍走 50 歳代男子
1位 福盛　昭人 志佐 14 秒 1
2 位 福原　安成 荒木 14 秒 4
3 位 肥後　　剛 湾 14 秒 5

● 400㍍リレー小学男子
1位 上嘉鉄 1分 06 秒 3
2 位 湾 1分 06 秒 4
3 位 荒木 1分 06 秒 9

● 400㍍リレー小学女子
1位 湾 1分 08 秒 2
2 位 上嘉鉄 1分 08 秒 9
3 位 赤連・池治 1分 09 秒 7

● 800㍍リレー中学男子
1位 湾 1分 52 秒 7
2 位 上嘉鉄 1分 58 秒 7
3 位 早町 1分 59 秒 2

● 400㍍リレー中学女子
1位 湾 1分 00 秒 6
2 位 上嘉鉄 1分 00 秒 9
3 位 赤連・池治 1分 02 秒 6

● 600㍍リレー混成女子
1位 上嘉鉄 1分 35 秒 1
2 位 志佐 1分 36 秒 6
3 位 赤連・池治 1分 37 秒 0

● 1500㍍走高校男子
1位 石原　久弥 湾 4分 35 秒 3
2 位 岩崎　　雄 荒木 4分 46 秒 1
3 位 坂元　洸哉 志佐 4分 46 秒 3

● 1500㍍走一般男子
1位 前島　将太 上嘉鉄 ※ 4分 35 秒 6
2 位 松田　健嗣 赤連・池治 4分 49 秒 5
3 位 吉田　圭志 阿伝 5分 06 秒 9

● 1500㍍走中学男子
1位 渡　　秀人 湾 4分 43 秒 6
2 位 撰　　靖志 湾 4分 44 秒 2
3 位 正木　勇太 湾Ｃ 4分 44 秒 8

● 1000㍍リレー混成男子
1位 湾 2分 14 秒 2
2 位 上嘉鉄 2分 17 秒 8
3 位 志佐 2分 20 秒 9

● 400㍍リレー高校女子
1位 湾 1分 02 秒 7
2 位 上嘉鉄 1分 03 秒 0
3 位 赤連・池治 1分 04 秒 1

● 400㍍リレー青年女子
1位 湾 1分 03 秒 4
2 位 上嘉鉄 1分 04 秒 7
3 位 早町 1分 06 秒 1

●応援合戦
1位 荒木 140
2 位 上嘉鉄 132
3 位 早町 126

● 800㍍リレー高校男子
1位 湾 1分 45 秒 8
2 位 湾Ｃ 1分 47 秒 1
3 位 赤連・池治 1分 48 秒 1

● 800㍍リレー青年男子
1位 湾 1分 48 秒 3
2 位 早町 1分 50 秒 3
3 位 志佐 1分 51 秒 0

第46 回町民体育祭各種目記録

◆�湾 =湾　　湾Ｃ =中里・川嶺・羽里・山田　　※新記録
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生
和
糖
業
株
式
会
社
（
西
一
臣

工
場
長
）
に
よ
る
と
、
平
成
20
／

21
年
期
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
産
見
込

み
状
況
は
９
月
末
調
査
段
階
で
、

八
九
，
一
〇
九
㌧
（
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

ロ
ス
考
慮
）
と
な
っ
て
お
り
、
順

調
に
生
育
す
れ
ば
前
年
以
上
の

九
五
，
〇
〇
〇
㌧
達
成
も
視
野
に

入
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

西
工
場
長
は
前
年
以
上
の
高
収
量

が
予
想
さ
れ
る
理
由
を
「
昨
年
同
様

に
台
風
が
な
か
っ
た
の
で
株
出
の
根

が
し
っ
か
り
し
て
欠
株
も
少
な
い
。

昨
期
と
比
べ
て
生
長
時
期
の
降
水
量

が
多
か
っ
た
こ
と
も
大
き
な
好
材

料
」
と
説
明
し
た
。

　

一
方
、
懸
念
材
料
と
し
て
は
「
前
年

期
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
カ
ン
シ
ャ
ワ

タ
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
大
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
。
小
さ
な
台
風
が
一
回
で
も
あ
れ
ば

解
消
さ
れ
る
の
だ
が
、
収
穫
直
前
は
残

留
農
薬
の
問
題
も
あ
る
の
で
手
遅
れ
に

な
る
前
に
防
除
す
べ
き
。
ア
ブ
ラ
ム
シ

は
葉
の
裏
に
い
る
の
で
、
防
除
方
法
は

噴
霧
方
式
よ
り
粉
剤
散
布
が
効
果
的
で

あ
る
。
会
社
と
し
て
も
よ
り
良
い
防
除

方
法
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
付
け

加
え
た
。

　

ま
た
、
同
社
原
料
係
の
三
浦
功
也

係
長
は
「
ア
サ
ガ
オ
や
ヤ
ブ
ガ
ラ
シ

と
い
っ
た
雑
草
が
目
立
つ
ホ
場
が
散

見
さ
れ
る
。
収
量
に
深
刻
な
影
響
が

あ
る
の
で
丁
寧
な
防
除
が
必
要
」
と

訴
え
る
。

　

製
糖
開
始
時
期
に
つ
い
て
西
工
場

長
は「
10
月
末
時
点
で
の
ホ
場
ブ
リ
ッ

ク
ス
は
気
候
の
寒
暖
差
が
大
き
く
、

前
年
の
17
・
89
を
上
回
る
18
・
11
と

な
っ
て
お
り
、
搬
入
開
始
は
前
年
よ

り
早
ま
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
被
害
状
況
や
、
収
穫

前
に
降
水
量
が
多
く
な
れ
ば
糖
熟
不

足
と
な
る
の
で
予
断
を
許
さ
な
い
。

早
す
ぎ
る
梢
頭
部
カ
ッ
ト
も
糖
熟
低

下
を
招
く
の
で
控
え
て
欲
し
い
」
と

話
し
た
。

　

近
年
、
城
久
遺
跡
群
に
よ
り
日
本

中
の
歴
史
・
考
古
学
者
の
注
目
を
集

め
て
い
る
本
町
の
歴
史
に
関
す
る
講

演
会
が
10
月
18
日
、
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
第
一
線
で
活
躍
す
る
研

究
者
が
喜
界
島
の
歴
史
を
語
る
と

あ
っ
て
、
会
場
に
は
約
百
人
の
聴
衆

が
詰
め
掛
け
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　

最
初
に
登
壇
し
た
東
京
大
学
大
学

院
情
報
学
環
の
石
上
英
一
教
授
は
、

自
身
の
専
門
外
で
あ
る
奄
美
の
歴
史

に
注
目
し
た
経
緯
を
紹
介
し
た
。
つ

づ
い
て
江
戸
時
代
に
薩
摩
藩
か
ら
焼

却
処
分
さ
れ
た
と
さ
れ
る
奄
美
の
文

書
や
系
図
は
大
量
に
残
っ
て
お
り
、

一
時
預
か
り
し
た
も
の
や
複
写
本
が

鶴
丸
城
火
災
の
際
に
焼
失
し
た
こ
と

に
よ
り
誤
解
が
生
じ
た
と
説
明
が

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
12

年
に
発
行
さ
れ
た
「
喜
界
町
史
」
に

使
用
さ
れ
な
か
っ
た
資
料
も
多
数
存

在
し
て
お
り
、
若
い
人
た
ち
が
先
輩

の
地
元
研
究
者
に
つ
づ
い
て
こ
れ
ら

の
資
料
を
発
掘
し
、
町
の
発
展
と
と

も
に
新
た
な
町
誌
を
編
さ
ん
し
つ
づ

け
る
こ
と
が
必
要
と
話
し
た
。

　

つ
づ
い
て
登
壇
し
た
ラ
・
サ
ー
ル

高
等
学
校
の
永
山
修
一
教
諭
は
「
謎

の
11
世
紀
」
と
題
し
、
奈
良
・
平
安

初
期
の
朝
廷
が
喜
界
島
を
始
め
と
す

る
南
の
島
々
を
ど
の
程
度
認
識
し
て

い
た
か
に
つ
い
て
話
し
た
。
喜
界
島

に
つ
い
て
古
文
書
に
よ
れ
ば
、「
キ

カ
イ
」
を
指
す
場
所
は
、
現
在
の
喜

界
島
、硫
黄
島
、南
西
の
十
二
の
島
々

の
三
通
り
あ
っ
た
と
説
明
し
た
。
ま

た
、
キ
カ
イ
の
「
キ
」
は
鬼
・
貴
・

喜
の
三
種
類
の
文
字
が
使
わ
れ
た
こ

と
も
混
乱
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る

と
付
け
加
え
た
。
城
久
遺
跡
に
つ
い

て
は
、
３
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
９
・
10
世
紀
、
11
世
紀
後
半

か
ら
12
世
紀
頃
、
13
・
14
世
紀
頃
で

あ
っ
た
と
説
明
し
た
。
そ
こ
で
、
９
・

10
世
紀
に
は
城
久
遺
跡
か
ら
の
出
土

品
に
よ
り
太
宰
府
の
出
先
機
関
が
置

か
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
そ
の
命
に
よ

り
奄
美
島
を
征
伐
す
る
な
ど
し
た
と

の
記
録
も
残
る
が
、
12
世
紀
に
は
天

皇
の
命
が
及
ば
な
い
所
と
さ
れ
、
13

世
紀
に
は
琉
球
や
南
蛮
と
並
び
記
さ

れ
て
宋
人
（
今
の
中
国
人
）
と
と
も

に
倭
寇
と
し
て
海
賊
と
な
り
、
ま
た

広
く
交
易
も
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
11
世
紀
は
不
明
な
点
が
多

く
謎
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
さ
ら
な
る
調
査
が
待
た
れ
、
こ

れ
ら
の
謎
が
解
明
さ
れ
る
と
、
大
き

く
歴
史
が
塗
り
変
わ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

　

最
後
に
登
壇
し
た
琉
球
大
学
法
文

学
部
の
池
田
榮
史
教
授
は
、
平
家
の

落
武
者
伝
説
が
残
り
自
身
が
調
査
中

の
七
城
跡
（
本
誌
10
月
号
７
ペ
ー
ジ

参
照
）、
そ
れ
を
追
っ
た
源
氏
の
伝

説
が
残
る
雁
股
の
泉
、
喜
界
島
征
服

を
奄
美
征
服
の
象
徴
と
考
え
た
琉
球

尚
徳
王
の
侵
攻
伝
説
な
ど
に
つ
い
て

触
れ
な
が
ら
、
喜
界
島
の
歴
史
が
持

つ
不
思
議
な
魅
力
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　

特
に
、
現
時
点
で
奄
美
史
の
見
直

し
が
必
要
と
な
っ
た
城
久
遺
跡
群
に

つ
い
て
、
最
初
は
文
書
等
に
記
録
す

る
だ
け
の
保
存
方
法
で
あ
り
記
録
後

は
畑
や
道
路
に
さ
れ
た
が
、
遺
跡
の

重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
今
で
は
、
国

家
予
算
に
よ
り
正
式
に
記
録
保
存
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
出
土
品
の
８

割
が
島
外
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
古

代
は
大
和
朝
廷
、
中
世
は
琉
球
王
国
、

近
世
は
江
戸
幕
府
で
の
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
古
代
か
ら
中
世
に
お
い
て
は

城
久
地
区
の
み
な
ら
ず
、
港
や
港
と

城
久
を
つ
な
ぐ
交
通
網
な
ど
、
喜
界

島
全
体
が
遺
跡
と
し
て
認
識
さ
れ
る

べ
き
と
説
明
し
た
。

そ
の
1

20
ー
21
年
期
、
前
年
上
回
る
収
量
達
成
確
実

製
糖
開
始
は
12
月
前
半
予
定
も
ア
ブ
ラ
ム
シ
被
害
を
懸
念

　

～
ハ
ン
ダ
（
ア
サ
ガ
オ
科
を
中
心
と
し
た
雑
草
）
未
防
除
の
ホ
場
も
散
見
～

雑草に覆われたホ場
単収低迷の直接的原因となる

喜界島の歴史について語る石上教授

喜
界
町
教
育
文
化
講
演
会

「
喜
界
島
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る

  

よ
も
や
ま
話
」
開
催

  

～
第
一
線
の
三
研
究
者
が
講
演
～
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▲「澄み切った空に向かって投げろ！」

▲輪は小さくても白熱した「玉入れ」

▲阿伝学校の運動会といえば消防規律訓練
　「あずみさんは敬礼してるのかな？眠いのかな？」

▲「かわいい箱入り娘です」

▲いちばん軽いお母さんは？ ▲�躍動感たっぷりに
　「よさこいソーラン節」

第
一
保
育
所
（
10
月
26
日
）

▲

「
よ
い
し
ょ
、
あ
と
す
こ
し
」

▲

「
わ
ー
わ
ー
わ
ー
！

　

��　

ゆ
れ
る
ー�

お
ち
る
ー
！
」

第
二
保
育
所
（
10
月
19
日
）

湾
幼
稚
園
（
10
月
19
日
）

▲「まけないぞ！」

▲「やったー！　いっちゃーく！」

▲キマッタ！「結いの花」が咲きました

残
暑
厳
し
い
秋
空
に
　
各
学
校
で
大
運
動
会

湾
小
学
校
（
10
月
５
日
）

阿
伝
小
学
校
（
10
月
５
日
）

▲

大
玉
こ
ろ
こ
ろ

　
「
押
せ
押
せ
Go
！
Go
！
」

～
ひ
ま
わ
り
第
一
・
二
保
育
園
は
記
念
す
べ
き
初
の
運
動
会
開
催
～
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「
第
43
回
喜
界
町
小
学
校
陸
上
記

録
会
」
が
10
月
16
日
、
男
子
１
０
３

人
、
女
子
85
人
が
参
加
し
て
町
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
５
年
男
子
１
０
０
ｍ
走
】

①
後
藤　

舜
平
（
湾
）�

15
秒
２

②
岩
崎　

大
雅
（
荒
）�

15
秒
３

②
園
田
裕
二
郎
（
志
）�

15
秒
３

【
５
年
女
子
１
０
０
ｍ
走
】

①
廣　

美
奈
代
（
上
）�

15
秒
７

②
賀　

も
も
か
（
湾
）�

15
秒
８

③
東
園　

萌
里
（
上
）�

16
秒
２

【
６
年
男
子
１
０
０
ｍ
走
】

①
吉
沢
凛
太
郎
（
湾
）�

14
秒
７

②
龍
田　

優
斗
（
湾
）�

14
秒
８

③
重
村　

陸　
（
湾
）�

14
秒
９

【
６
年
女
子
１
０
０
ｍ
走
】

①
榮
田　

琴
美
（
上
）�

15
秒
０

②
豊　
　

志
乃
（
湾
）�

15
秒
１

②
登　
　

千
慧
（
志
）�

15
秒
１

【
５
年
男
子
走
り
幅
跳
び
】

①
園
田
裕
二
郎
（
志
）�

３
６
７
㎝

②
岩
崎　

大
雅
（
荒
）�

３
４
８
㎝

③
岩　
　
　

卓
（
上
）�

３
４
１
㎝

【
５
年
女
子
走
り
幅
跳
び
】

①
廣　

美
奈
代
（
上
）�

３
３
６
㎝

②
東
園　

萌
里
（
上
）�

３
３
３
㎝

③
角　
　

美
佳
（
湾
）�

３
０
８
㎝

【
６
年
男
子
走
り
幅
跳
び
】

①
岩
崎　
　

尽
（
荒
）�

３
８
４
㎝

②
山
倉　

光
貴
（
湾
）�

３
７
９
㎝

③
吉
沢
凛
太
郎
（
湾
）�

３
６
９
㎝

③
坂
元　

裕
帆
（
志
）�

３
６
９
㎝

【
６
年
女
子
走
り
幅
跳
び
】

①
藤
原　

優
花
（
坂
）�

３
８
３
㎝

②
小
田　

樹
里
（
小
）�

３
７
１
㎝

③
榮　
　

佳
恋
（
志
）�

３
６
７
㎝

【
５
年
男
子
走
り
高
跳
び
】

①
住
岡　

真
至
（
湾
）�

１
１
５
㎝

②
柳　

慧
士
郎
（
小
）�

１
１
０
㎝

②
佐
藤　

寿
樹
（
阿
）�

１
１
０
㎝

【
５
年
女
子
走
り
高
跳
び
】

①
山
元
ゆ
な
の
（
湾
）�

１
０
５
㎝

①
梶
原
あ
か
り
（
上
）�

１
０
５
㎝

③
時
本　

茂
花
（
湾
）�

１
０
０
㎝

【
６
年
男
子
走
り
高
跳
び
】

①
重
村　
　

陸
（
湾
）�

１
３
２
㎝

②
濱
川
光
太
郎
（
上
）�

１
２
０
㎝

③
川
畑
琳
太
郎
（
志
）�

１
１
５
㎝

③
中
山　

涼
太
（
小
）�

１
１
５
㎝

【
６
年
女
子
走
り
高
跳
び
】

①
榮
田　

琴
美
（
上
）�

１
２
１
㎝

②
岩
元　

玲
奈
（
湾
）�

１
１
５
㎝

③
操　
　

珠
里
（
志
）�

１
１
０
㎝

【
６
年
男
子
60
ｍ
ハ
ー
ド
ル
】

①
黒
葛
原　

慧
（
上
）�

10
秒
３

②
龍
田　

優
斗
（
湾
）�

10
秒
５

③
加
島
左
右
憲
（
志
）�

10
秒
７

【
６
年
女
子
60
ｍ
ハ
ー
ド
ル
】

①
登　
　

千
慧
（
志
）�

11
秒
４

②
与
謝
野
直
美
（
湾
）�

11
秒
９

③
森　
　

穂
波
（
湾
）�

12
秒
４

③
深
水
優
希
奈
（
湾
）�

12
秒
４

【
５
年
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】

① 

湾
小
（
後
藤
舜
平
、
岡
本
直
道
、

住
岡
真
至
、
黒
田
祥
平
）

　
　
　
　
　
　
　
　

�

１
分
05
秒
02

②
湾
小          �

１
分
08
秒
02

③
早
町
小　
　
　
　

�

１
分
12
秒
01

【
５
年
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】

 

① 

上
嘉
鉄
小
（
廣
美
奈
代
、
東
園
萌

里
、
廣
知
子
、
梶
原
あ
か
り
）  　

　
　
　
　
　
　

�

１
分
06
秒
07

②
湾
小　
　
　
　
　

�

１
分
06
秒
09

③
湾
小　
　
　
　
　

�

１
分
11
秒
01

【
６
年
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】

① 

湾
小
（
吉
沢
凛
太
郎
、
龍
田
優
斗
、

重
村
陸
、
山
倉
光
貴
）�

59
秒
00

②
湾
小　
　
　
　
　

�

１
分
03
秒
00

③
荒
木
小　
　
　
　

�

１
分
04
秒
01

【
６
年
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】

① 

志
戸
桶
小
（
登
千
慧
、
操
珠
里
、

榮
佳
恋
、
福
島
葵
）�

１
分
03
秒
09

②
湾
小　
　
　
　
　

�

１
分
04
秒
02

③
湾
小　
　
　
　
　

�

１
分
06
秒
00

【
な
わ
と
び
】

①
志
戸
桶
小
C　
　
　
　
　

�

73
回

②
早
町
小
B　
　
　
　
　
　

�

70
回

③
荒
木
っ
子
ロ
ン
グ
フ
ラ
イ�

60
回

会場から大きな注目を浴び
た濱川光太郎くん（上小）

接戦となった６年男子ハードル

「
昭
和
の
記
録

　
　
　
を
抜
こ
う
!!
」

喜
界
町
小
学
校
陸
上
記
録
会
開
催 

第
33
回
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

坂
嶺
、
２
年
連
続
３
回
目
優
勝
!!

　

健
康
増
進
と
生
き
が
い
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
、
第
33
回
老

人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
10
月
21
日
、

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
。

①
坂
嶺
、
②
湾
Ａ
、
③
上
嘉
鉄
、

④
阿
伝
、
⑤
荒
木
、
⑥
湾
Ｂ
、

⑦
早
町
、⑧
志
戸
桶
、⑨
小
野
津
、

⑩
滝
川　

▲�
一
発
で
ナ
イ
ス
ス
ト
ラ
イ
ク
！

　
「
イ
ッ
ぺ
ー
ホ
ー
ラ
サ
イ
」

▲落し物ですよ！

▲「ハシィッカブーヤ、マキティム・・・」
▲「�ウドゥラシバーマキランド。
ア、ドッコイドッコイ」▲坂嶺チーム２連覇達成 !!



ギ
ョ
ー
ザ
と
太
極
拳
で
中
国
語

講
座
受
講
生
の
親
睦
を
深
め
る

　

今
年
５
月
に
奄
美
市
で
開
催
さ
れ

た
「
第
４
回
奄
美
歌
謡
選
手
権
大
会
」

に
お
い
て
、
自
作
曲
で
あ
る
「
日
食
」

を
歌
い
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
長
島

稔
さ
ん
は
、
自
身
初
の
単
独
ラ
イ
ブ

と
な
る
「
喜
び
の
島
で
」
を
10
月
４

日
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
「
サ
バ
ニ
」
で

行
っ
た
。

　

こ
の
ラ
イ
ブ
は
、
同
名
の
デ

ビ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
の
発
売
を
記
念
し

て
の
も
の
。

　

開
場
後
す
ぐ
に
立
ち
見
が
で
る
ほ

ど
の
観
衆
（
１
５
０
人
）
が
押
し
か

け
、
開
演
前
に
は
早
く
も
熱
気
が
会

場
に
充
満
し
た
。

  

　

勢
い
よ
く
ス
テ
ー
ジ
に
現
れ
た
長

島
さ
ん
に
大
き
な
歓
声
が
あ
が
る
が
、

祝
い
事
で
は
最
初
に
歌
わ
れ
る
定
番

島
唄
「
朝
花
」
を
高
ら
か
に
歌
い
出

す
と
水
を
打
っ
た
よ
う
に
会
場
が
静

ま
る
。
一
転
し
て
２
曲
目
の
「
宵
の

艶
華
」
に
な
る
と
、
一
気
に
会
場
の

ボ
ル
テ
ー
ジ
は
最
高
潮
に
達
し
た
。

　

そ
の
後
も
ア
ル
バ
ム
か
ら
の
曲
が

続
き
、
今
回
は
小
野
津
小
ダ
ン
サ
ー

ズ
を
従
え
て
の
デ
ビ
ュ
ー
曲
「
け
ら

じ
み
か
ん
の
う
た
」
や
ユ
ニ
ッ
ト
を

組
む
『
マ
グ
ミ
ー
（
今
回
か
ら
三
味

線
担
当
と
し
て
重
野
健
一
さ
ん
も
参

加
）』
と
し
て
の
ス
テ
ー
ジ
も
あ
っ

た
。

　

盛
り
上
が
り
の
う
ち
、
予
定
し
た

最
後
の
曲
「
喜
び
の
島
」
を
歌
い
上

げ
る
と
、
即
座
に
ア
ン
コ
ー
ル
の
声

が
湧
き
あ
が
っ
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
代
表
曲
と
な
っ

た
「
日
食
」
を
『
手
話
サ
ー
ク
ル

m
i
m
i
』
と
コ
ラ
ボ
し
て
し
っ
と

り
と
歌
い
、
最
後
は
「
島
の
風
」
で
、

盛
り
あ
が
り
な
が
ら
も
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
ス
テ
ー
ジ
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

ラ
イ
ブ
を
終
え
て
長
島
さ
ん
は

「
お
客
さ
ん
が
入
る
か
と
て
も
不
安

だ
っ
た
が
、
満
員
に
な
り
う
れ
し

か
っ
た
。
そ
の
反
面
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

も
感
じ
る
。
こ
れ
か
ら
は
シ
マ
を

テ
ー
マ
に
し
た
唄
を
島
外
に
も
発
信

し
た
い
」
と
感
謝
し
な
が
ら
こ
れ
か

ら
の
目
標
を
話
し
た
。

　

手
話
サ
ー
ク
ル
m
i
m
i
（
依
田

信
代
代
表
）
の
勉
強
会
が
10
月
14
日
、

中
央
公
民
館
で
あ
っ
た
。

　

同
サ
ー
ク
ル
は
、
９
年
前
に
公
民

館
講
座
の
手
話
教
室
（
濵
川
幸
子
講

師
）
が
母
体
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
、

現
在
は
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
に
学

習
会
を
開
く
な
ど
し
て
活
動
を
続
け

て
い
る
。

　

勉
強
会
で
は
、
メ
ン
バ
ー
は
手
話

と
口
頭
の
両
方
で
「
こ
ん
ば
ん
は
」

と
あ
い
さ
つ
し
て
教
室
に
集
ま
り
、

ビ
デ
オ
や
教
科
書
を
用
い
て
手
話
の

修
得
に
励
む
。
メ
ン
バ
ー
の
全
員
が

手
話
技
能
検
定
５
級
の
資
格
を
持
っ

て
お
り
、
来
年
の
同
４
級
試
験
の
全

員
合
格
を
目
指
し
て
い
る
。

  

ま
た
、
勉
強
会
以
外
の
活
動
と
し

て
、
今
年
の
喜
界
町
夏
ま
つ
り
で
の

長
島
稔
さ
ん
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ラ
イ

ブ
（
同
ペ
ー
ジ
も
参
照
）、
小
学
校

な
ど
で
の
手
話
に
よ
る
童
話
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
が
あ
り
、
聴
覚
障
害
者

（
※
他
に
難
聴
者
、
ろ
う
者
、
失
聴

者
な
ど
の
表
現
が
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
聴
覚
障
害
者
と
す
る
。
い
ず
れ
も

差
別
用
語
と
さ
れ
て
い
な
い
）
の
観

光
客
を
案
内
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。

　

こ
の
日
の
勉
強
会
後
も
、
学
習
発

表
会
で
長
島
稔
さ
ん
の
「
日
食
」
を

手
話
歌
に
し
て
披
露
す
る
と
い
う
坂

嶺
小
学
校
の
児
童
や
保
護
者
が
合
流

し
て
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
指
導
を
受
け

た
。

　

手
話
を
学
ぶ
意
義
を
聞
か
れ
た
依

田
さ
ん
は
「
手
話
に
は
使
う
人
の
性

格
が
反
映
さ
れ
る
。
顔
の
表
情
も
豊

か
に
な
り
、
や
さ
し
い
気
持
ち
に
な

れ
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
ぜ
ひ

学
ん
で
欲
し
い
。
島
外
に
出
た
時
に

誰
に
対
し
て
も
偏
見
な
く
接
す
る
こ

と
が
で
き
、
高
い
公
共
意
識
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
」
と
答
え
た
。

　

町
が
主
催
す
る
公
民
館
講
座
の
中

国
語
講
座
（
砂
川
福
惠
講
師
）
は
９

月
20
日
、
中
央
公
民
館
で
受
講
生
の

親
睦
会
を
し
た
。

　

親
睦
会
は
講
師
の
砂
川
さ
ん
に
よ

る
島
の
食
材
を
使
っ
た
水
ギ
ョ
ー
ザ

や
麻
婆
豆
腐
、
杏
仁
豆
腐
な
ど
数
種

類
の
中
国
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
腹
ご
な
し
と
ば
か
り
に
揃

い
の
表
演
服
に
身
を
包
み
、
太
極
拳

の
練
習
も
行
っ
た
。

　

親
睦
会
を
終
え
て
砂
川
さ
ん
は

「
中
国
料
理
も
太
極
拳
も
喜
界
島
の

人
に
伝
え
た
い
。
興
味
の
あ
る
人
は

遠
慮
し
な
い
で
声
を
か
け
て
。
中
国

語
も
も
ち
ろ
ん
で
す
」
と
に
こ
や
か

に
話
し
た
。
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そ
の
２

フ
ル
ハ
ウ
ス
の
オ
ー
デ
ィ

エ
ン
ス
に
沸
い
た
!!

長
島
稔
デ
ビ
ュ
ー
ア
ル
バ

ム
発
売
記
念
ラ
イ
ブ
!!光り輝く我らが日食王子

「氷川きよし王子」にも負けません

手話歌を指導するメンバーたち

チビッコも一緒に腹ごなし

おかわりは
たくさんあるよ

「相棒」とシャウト !!

や
さ
し
い
手
話
は
や
さ
し
い
言
葉



　

町
議
会
議
員
を
３
期
12
年
務
め
、

今
年
の
８
月
に
亡
く
な
っ
た
故
吉
岡

輝
邦
氏
へ
旭
日
単
光
章
が
授
与
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
10
月
７
日
、

加
藤
啓
雄
町
長
が
故
人
宅
に
て
妻
の

ハ
ツ
エ
さ
ん
に
こ
れ
を
伝
達
し
た
。

  

吉
岡
さ
ん
は
昭
和
38
年
に
帰
郷
し
、

早
町
製
糖
株
式
会
社
に
勤
務
し
た
の

ち
紬
業
を
営
み
な
が
ら
、
昭
和
59
年

に
町
議
会
議
員
に
初
当
選
。
文
教
厚

生
常
任
委
員
副
委
員
長
な
ど
を
歴
任

し
、
農
業
委
員
も
通
算
２
期
６
年
務

め
る
な
ど
、
広
く
町
民
の
尊
敬
と
信

頼
を
得
て
、
本
町
の
発
展
に
大
き
く

寄
与
し
た
。
こ
れ
ら
の
功
労
が
認
め

ら
れ
、
今
回
の
叙
勲
と
な
っ
た
。

　

伝
達
を
受
け
た
ハ
ツ
エ
さ
ん
は

「
主
人
も
大
変
喜
ん
で
い
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
も
皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
。

さ
っ
そ
く
墓
前
に
報
告
い
た
し
ま

す
」
と
感
謝
し
た
。

　

昭
和
23
・
24
年
生
ま
れ
の
同
窓
生

で
結
成
さ
れ
た
「
ね
ど
し
会
」
に
よ

る
還
暦
ふ
る
さ
と
大
会
（
柳
常
雄
実

行
委
員
会
会
長
）
が
10
月
11
日
、
自

然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。

　
「
ハ
ギ
ー
、
ダ
ナ
ー
。
ミ
シ
ッ
カ

ラ
ン
ソ
ー
、
マ
ー
リ
マ
ー
リ
」
な
ど

の
会
話
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
、
全

国
各
地

か
ら
集

ま
っ
た
約

二
百
四
十

人
の
同
窓

生
が
、
懐

か
し
い
旧

友
た
ち
と

再
会
し
た

喜
び
を
、

と
も
に
分

か
ち
合
っ

た
。

　

マ
ル
エ
ー
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
喜

界
営
業
所
（
澄
田
治
典
所
長
）
は
新

型
車
両
を
導
入
し
10
月
10
日
、
営
業

運
転
に
供
用
し
た
。

　

今
回
導
入
し
た
新
型
車
両
は
従
来

の
中
型
バ
ス
で
は
な
く
、
ト
ヨ
タ
製

３
０
０
０
cc
の
バ
ン
型
車
両
で
あ

り
、
厳
密
に
は
バ
ス
に
分
類
さ
れ
な

い
。
ま
た
、
安
全
性
を
高
め
る
た
め

に
本
来
の
15
人
乗
り
を
12
人
乗
り
に

変
更
し
て
営
業
運
転
し
て
い
る
。

　

地
域
交
通
転
換
事
業
を
担
当
す
る

役
場
企
画
課
は
、
今
回
小
型
バ
ス
を

導
入
し
た
経
緯
を
「
中
央
線
は
慢
性

的
に
利
用
者
が
少
な
く
赤
字
路
線
で

あ
り
、
少
し
で
も
燃
料
費
な
ど
の
維

持
費
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
。
県
の
補

助
要
件
も
厳
し
く
、
こ
の
小
型
バ
ス

に
な
っ
た
」
と
説
明
す
る
。

　

ま
た
、
新
型
車
両
に
つ
い
て
澄
田

所
長
は
「
室
内
灯
が
な
く
夜
間
使
用

が
で
き
な
い
。
乗
降
口
も
高
く
、
お

年
寄
り
向
け
で
は
な
い
。
経
費
節
減

の
た
め
利
用
者
に
は
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
」
と
話
す
。

　

奄
美
大
島
中
学
校
総
合
体
育
大
会

駅
伝
競
技
が
10
月
17
日
、
奄
美
市
笠

利
町
で
あ
り
一
中
A
が
優
勝
し
た
。

　

こ
の
優
勝
に
よ
り
、
第
一
中
学
校

（
男
子
）
と
し
て
は
５
連
覇
達
成
の

偉
業
と
な
っ
た
。

　

女
子
も
連
覇
こ
そ
な
ら
な
か
っ
た

が
、
実
力
を
発
揮
し
見
事
３
位
に
食

い
込
ん
だ
。

  

ま
た
、
個
人
で
も
選
手
一
人
ひ
と

り
が
活
躍
し
、
区
間
賞
に
は
男
子
が
、

２
区
（
３
㌔
）
の
正
木
勇
太
君
が
10

分
３
秒
、
３
区
（
２
㌔
）
の
豊
直
樹

君
が
６
分
19
秒
、
６
区
（
４
㌔
）
の

三
浦
大
樹
君
が
13
分
42
秒
、
女
子
で

は
、
３
区
（
２
㌔
）
の
岡
本
夢
美
さ

ん
が
７
分
41
秒
で
、
そ
れ
ぞ
れ
輝
い

た
。
な
か
で
も
、
正
木
君
と
豊
君
は

区
間
新
記
録
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ア

ン
カ
ー
を
任
さ
れ
た
三
浦
君
は
前
を

走
る
２
人
を
鮮
や
か
に
抜
き
去
り
、

劇
的
な
逆
転
勝
利
を
演
出
し
た
。

☆
対
象
児

　

平
成
15
年
４
月
２
日
生
か
ら

　

平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
で

☆
受
付
日

　

○
湾
幼
稚
園

　
　

平
成
20
年
12
月
10
日
（
水
）

　
　

平
成
20
年
12
月
11
日
（
木
）

　
　

平
成
20
年
12
月
12
日
（
金
）

　
　
（
３
日
間
）

　

○
湾
幼
稚
園
以
外

　
　

平
成
20
年
12
年
10
日
（
水
）

   　
（
※
一
日
の
み
）

☆
受
付
時
間

　

全
幼
稚
園　

　
　

14
時
30
分
～
16
時
30
分

※
現
在
幼
稚
園
に
通
園
さ
れ
て
い
る

　

お
子
様
に
つ
い
て
は
受
付
の
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
各
幼
稚

　

園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
幼
稚
園
へ
の
問
い
合
わ
せ
先

　

湾　
　
　

6
5-

３
０
０
６

　

荒
木　
　

6
5-

３
０
３
７

　

上
嘉
鉄　

6
5-

２
８
４
７

　

滝
川　
　

6
5-

２
２
７
２

　

早
町　
　

6
6-

１
２
３
６

　

志
戸
桶　

6
6-

１
２
７
４

　

小
野
津　

6
6-

０
５
２
１

新
入
園
児
募
集
に
つ
い
て
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「これほど焼酎のうまい日はない！」

今回導入した新型車両

県大会での健闘も期待される

翌日は町体でのパレードも

町長から伝達を受けるハツエさん

島
の
発
展
へ
の
功
労
が
認
め
ら
れ

叙
勲
の
栄
誉　

故
吉
岡
輝
邦
氏

中
央
線
に
新
型
車
両（
バ
ス
）導
入

一
中
駅
伝
男
子
５
連
覇
達
成
!!

節
目
の
還
暦
を
童
心
に
返
っ
て

同
窓
生
と
ふ
る
さ
と
で
祝
う
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職員等の給与等の状況
喜界町職員等の給与等について、その状況を公表します。

( 注 ) 人件費には、職員に支給される給料・手当及び共済組合負担金のほか、特別職及び議員、そ
の他非常勤特別職に支給される給料・報酬を含みます。

（１）人件費の状況（一般会計決算）

区　　分 住民基本台帳人口 歳　出　計 (A) 人　件　費 (B) 人件費率 (B/A)

19 年度 8,449 人 (H20.3.31) 5,363,945 千円 1,255,656 千円 23.4%

決算統計資料

・参考 : H19 年度全職員数　195 人

（２）職員給与の状況（一般会計決算）

区　　分
職員数
（Ａ）

給与費 一人当たりの給与費 
（Ｂ / Ａ）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

19 年度 139 人 525,201 千円 58,908 千円 210,000 千円 794,109 千円 5,713 千円

決算統計資料

（５）職員の経験年齢別・学歴別平均給料月額の状況（平成 20 年４月１日現在）

経験年数 ５ ～ ７年 7 ～１０年 10 ～ 15 年 15 ～ 20 年 20 ～ 25 年

一　般
行政職

大学卒 199,700 円 218,500 円 252,100 円 310,400 円 349,100 円

高校卒 230,200 円 275,800 円 300,500 円

給与実態調査資料

（４）職員の初任給の状況（平成 20 年４月１日現在）

区　　　　分
喜　界　町 国

決定初任給 決定初任給

一般行政職
大学卒 172,200 円 172,200 円

高校卒 140,100 円 140,100 円

給与実態調査資料

（３）職員の平均給料月額・平均年齢の状況（平成 20 年４月１日現在）

区　　分
一　般　行　政　職　 技 能 労 務 職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

喜　界　町 316,200 円 44.4� 280,900 円 51.9�

国 325,113 円 41.1� 284,679 円 48.9�

給与実態調査資料



（７）特別職の報酬等の状況�( 平成 20 年４月１日現在 )

区　　　分 給　　　与 期　末　手　当

給　料

町　　長 684,900 円

( 支給割合 )
��６月期　1.55 月分
12 月期　1.80 月分
　　�計　3.35 月分
※　加算措置あり

助　　役 540,000 円
収入役 510,300 円
教育長 510,300 円

報　酬

議　長 304,000 円
副議長 251,000 円

常任委員長 236,000 円
議　員 228,000 円

※　四役の給料は、特例措置 ( △１０％ ) 後の金額

（６）職員手当の状況　( 平成 20 年度の支給割合 )

区　　分
喜　　界　　町

国の制度との異同
一　　般　　職

期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計

期末手当
勤勉手当

６月期 1.4 月分 0.75 月分 2.15 月分

同
12 月期 1.6 月分 0.75 月分 2.35 月分

計 3.0 月分 1.50 月分 4.50 月分

加算措置 職種の級による加算措置あり

退職手当

喜　　界　　町 国の制度との異同
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.5 月分 32.76 月分 同 30.55 月分

勤続 25 年 33.5 月分 41.34 月分

同勤続 35 年 47.5 月分 59.28 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

その他の加算措置 定年前早期退職 (10 ～ 73％加算 ) 定年前早期退職 (2 ～ 20％加算 )

退職時特別昇給 な　　し 同

（８）部門別職員数の状況�( 各年４月１日現在、単位：人 )　 定員管理調査資料
                            区分
  部門

平成 19 年
の職員数

平成 20 年
の職員数 増減                              区分

  部門
平成 19 年
の職員数

平成 20 年
の職員数 増減

一
般
行
政
部
門

議　　会 2 2 0 特
別
行
政
部
門

学校関係 13 13 0

総　　務 28 31 3 学校以外 20 21 1

税　　務 7 7 0 小　�計 33 34 1

民　　生 17 8 △ 9

公
営
企
業
等

病院 ( 診療所 ) 13 7 △ 6

衛　　生 19 20 1 上水道 5 6 1

農林水産 25 26 1 国　保 3 5 2

商　　工 0 0 0 介　護 3 5 2

土　　木 10 11 1 介護 ( 特養 ) 30 25 △ 5

小　　計 108 105 △ 3 後期高齢者 0 1 1

小計 54 49 △５

総計 195 188 △ 7

※教育長を除く

11　Kikai Public Relations 2008.11
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■ 

事
業
の
目
的

　

少
子
化
や
核
家
族
化
の
進
展
、
地

域
に
お
け
る
地
縁
的
な
つ
な
が
り
の

希
薄
化
等
に
よ
り
、
家
庭
の
教
育
力

の
低
下
が
指
摘
さ
れ
る
中
で
、
社
会

全
体
で
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
必
要

性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
家
庭
の
教
育
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
身
近
な
地
域
に
お
い

て
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
等

で
構
成
す
る
「
家
庭
教
育
支
援
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
、
情
報
や
学
習
機
会

の
提
供
、
相
談
体
制
の
充
実
を
は
じ

め
と
す
る
、
き
め
細
か
な
家
庭
教
育

支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
全

体
で
家
庭
教
育
を
支
え
て
い
く
基
盤

の
形
成
を
促
進
い
た
し
ま
す
。

■ 

支
援
チ
ー
ム
の
役
割

　
「
し
つ
け
」
な
ど
、
子
育
て
で
悩

ん
で
い
る
保
護
者
へ
よ
り
確
か
な
子

育
て
の
た
め
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■ 

支
援
チ
ー
ム
名
簿

　

湾　
　

武
田　

洋
子

　

湾　
　

岩 

田　

 

進

　

湾　
　

宜
名
真
孝
子

　

湾　
　

岡
村
ひ
と
み

　

湾　
　

重
野　

泰
介

赤　

連　

平　

久
美
子

赤　

連　

中
村　

勝
子

白　

水　

永　

 

房 

枝

上
嘉
鉄　

原
口　

律
子

早　

町　

米
盛　

照
代

羽　

里　

豊　

 

晋 

治

荒　

木　

上
原
慶
三
郎

池　

治　

武
田　

満
雄

※ 

支
援
員
は
、
皆
さ
ん
が
自
ら
出
向

く
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
、
希
望

に
よ
り
自
宅
に
も
訪
問
も
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
交
通
手
段
等
で

お
悩
み
の
方
は
、
遠
慮
な
く
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
６
５
）

１
１
１
１
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

す
べ
て
の
人
々
が
幸
せ
に
生
き
る

た
め
に
は
、
様
々
な
人
権
問
題
を
正

し
く
理
解
し
、
そ
の
解
決
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
諸
人
権
問
題
を
通

し
て
、
自
分
自
身
や
家
族
、
ま
わ
り

の
人
の
人
権
に
つ
い
て
も
認
識
を
深

め
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
昭
和
23
年

12
月
10
日
の
国
連
総
会
に
お
い
て
採

択
さ
れ
、
わ
が
国
で
は
12
月
４
日
～

10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
世
界
人

権
宣
言
60
周
年
に
あ
た
り
、
こ
れ
を

記
念
し
て
国
内
外
で
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
住
み
よ
い

喜
界
島
に
す
る
た
め
も
一
人
一
人
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

　

今
月
号
は
、
第
５
分
科
会
で
決
定

し
た
実
践
事
項
を
掲
載
い
た
し
ま
し

た
。

　

美
し
い
島
（
ふ
る
さ
と
）
を
後
世

に
残
す
こ
と
は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
責
務
で
す
。
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動

や
花
一
杯
運
動
、
毎
月
第
３
日
曜
日

の
ふ
る
さ
と
美
化
活
動
な
ど
町
民
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

十
月
十
九
日
（
日
）
に
、
平
成

二
十
年
度
「
喜
界
町
家
庭
学
習
サ

ポ
ー
ト
教
室
『
や
る
気
塾
』」
の
前

期
（
四
～
十
月
）
が
終
了
し
、
閉
校

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
や
る
気
塾
」
は
、
小
学
四
年
～

六
年
、
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象
に
、

行
事
等
の
な
い
日
曜
日
に
七
回
設
定

し
、
十
四
時
～
十
七
時
ま
で
学
習
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
指
導
者
は
町
内

の
小
・
中
・
高
等
学
校
の
先
生
方
や

町
教
育
委
員
会
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

前
期
の
や
る
気
塾

に
は
、
小
学
四
年

生
三
十
名
、
五
年

生
十
五
名
、
六
年
生

十
八
名
、
中
学
生

五
十
五
名
、
高
校
生

二
名
の
計
百
二
十
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

閉
校
式
で
は
、
教

育
長
が
一
人
一
人
に

修
了
証
書
を
手
渡
し

ま
し
た
。
修
了
証
書

を
も
ら
い
、
児
童
生

徒
代
表
あ
い
さ
つ
を

し
た
喜
界
町
立
小
野

津
小
学
校
五
年
生
の

直
島
瀬
那
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
文
は
左

記
の
通
り
で
す
。

  

「
私
は
四
年
生
か
ら
ず
っ
と
や
る
気

塾
に
通
っ
て
い
ま
す
。
は
じ
め
の
頃

は
自
分
の
宿
題
ば
か
り
や
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
最
近
は
、
少
し
ず
つ
自

分
で
宅
習
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
や
る
気
塾
の
お
か

げ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
や
る
気

塾
で
私
が
楽
し
い
と
思
う
こ
と
は
、

先
生
方
の
授
業
で
す
。
特
に
楽
し

か
っ
た
授
業
は
、
図
工
の
マ
ー
ブ
リ

ン
グ
で
す
。
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
し
た
紙

を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
て
し
お
り
を
作
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
い
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。
次
に
楽
し
い
こ
と
は
、

他
の
学
校
の
友
達
が
で
き
る
こ
と
で

す
。
い
つ
も
友
達
が

来
て
い
な
い
か
な
あ

と
思
っ
て
ワ
ク
ワ
ク

し
ま
す
。
勉
強
が
分

か
ら
な
い
と
き
は
、

友
達
に
よ
く
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
勉
強
も
楽
し
く

な
り
ま
す
。
後
期
も

ぜ
ひ
や
る
気
塾
に
通

い
た
い
で
す
。」

　

後
期
は
、
十
一
月

九
日
（
日
）
か
ら
二

月
二
十
二
日
（
日
）

ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

12
月
４
日
～
10
日
は

「
人
権
週
間
」

第
14
回
喜
界
町
生
涯
学
習
推

進
大
会
実
践
事
項

平
成
二
十
年
度
「
喜
界
町
家

庭
学
習
サ
ポ
ー
ト
教
室
『
や

る
気
塾
』
前
期
終
了
」

第５分科会
〈美しいふるさと環境部会〉

【実践事項】
ア キ 缶 の ポ イ 捨 て を や
め， 買 い 物 袋 持 参 で ゴ ミ
減量化に努めます。

修了証書を受け取った子どもたち

本
年
度
か
ら
「
地
域

に
お
け
る
家
庭
教
育

支
援
基
盤
形
成
事

業
」
が
ス
タ
ー
ト
!
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【警察の相談窓口】
○奄美警察署（警察安全相談係）
　ＴＥＬ：０９９７－５３－０１１０
　　　　　　　　　　　　（内線２２４）
○警察総合相談電話
　ＴＥＬ：０９９－２５４－９１１０
○性犯罪被害１１０番
　ＴＥＬ：０９９－２０６－７

な や む な

８６７
○企業対象暴力相談電話
　ＴＥＬ：０９９－２５５－０１１０
○ヤングテレホン
　ＴＥＬ：０９９－２

ふ こ う に

５２－７
な や む な

８６７
○生活経済相談電話
　ＴＥＬ：０９９－２５８－７９４０

　高齢化 ・ 少子化時代において、 地域における民生委員 ・ 児童委員活動が重要になっており、 町内

には３７人の民生委員 ・児童委員と２人の主任児童委員が国と県の委嘱されています。

　民生委員 ・ 児童委員は、 地域の皆さんの協力のもとに、 一人暮らし高齢者の見守り活動や災害時

の避難対策、 地域における児童の健全育成などについて取り組んでいます。 これらの活動をより良く

するためには、 担当地域内の住民の皆さんの声を聞き、 住民の困っている実態を把握する必要があ

ります。

　これから、 広報きかいを通じて民生委員 ・ 児童委員の活動内容などを紹介し、 地域のご理解をい

ただきながら活動の輪を広げたいと考えております。 もし、 相談事などがあれば、 地域の民生委員 ・

児童委員に気軽に声をかけてください。

　また、 民生委員 ・ 児童委員協議会では、 毎月の定例会を開催しています。 定例会では各委員の活

動記録の提出、 事例発表、 講師による研修会等をおこなっています。

　次回は、 定例会の内容について紹介したいと思います。

民生委員 ・児童委員活動たより　№１

【警察以外の相談窓口】
○社団法人かごしま犯罪被害者支援センター
　ＴＥＬ：０９９－２２６－８

や さ し い

３４１
○鹿児島県犯罪被害者等支援総合窓口
　ＴＥＬ：０９９－２８６－２５２３
○鹿児島県暴力追放運動推進センター
　ＴＥＬ：０９９－２２４－８６０１
　ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ　０１２０－４９１５８１
○鹿児島県交通安全活動推進センター
　ＴＥＬ：０９９－２６９－４４９３

被害相談窓口のご案内奄美警察署より

『 11 月 25 日（火）～ 12 月１日（月）は「犯罪被害者週間」です 』
　ひとりでお悩みではありませんか。
　困っていること、不安なこと、手助けの必要なことなど、あなたの心の扉を開いて、何でもお気
軽にご相談ください。被害者の方はもちろん、ご家族やご友人からのご相談も受け付けています。
　また、警察だけでは対応できないことについては、専門の機関をご紹介いたしますので、どこに
相談したらよいかわからない場合にも、警察の相談窓口をご利用ください。
　秘密は守ります。
　私たちは、あなたとご家族が安心して暮らせるように、支援致します。

児童虐待防止月間

『助けての 小さなサイン 受け止めて』
　１１月は児童虐待防止推進月間です。「おかしい」と感じたり児童
虐待を発見したときは、児童相談所（５３－６０７０）、福祉事務所
（６５－０１１４）、役場保健福祉課（６５－１１１１, 内線３７）、
に相談（通告）してください。
　通告は義務＝権利です。
　あなたも児童虐待防止ネットワークの一員です。



14

　

釣
り
や
漁
り
（
イ
ザ
リ
）
を
趣
味

と
し
な
く
て
も
、
子
ど
も
の
頃
に
ゴ

ツ
ゴ
ツ
し
た
サ
ン
ゴ
の
海
岸
線
で
、

細
か
く
入
り
組
ん
だ
ミ
ジ
ュ
ー（
溝
）

や
フ
ム
リ
ン
カ
ー
（
小
さ
な
潮
だ
ま

り
）
を
跳
び
越
え
な
が
ら
遊
ん
だ
記

憶
を
、
誰
し
も
持
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

喜
界
島
は
海
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

古
来
よ
り
人
々
の
暮
ら
し
は
海
と
密

接
に
関
わ
っ
て
い
た
。し
た
が
っ
て
、

小
さ
な
入
り
江
に
も
名
前
が
付
け
ら

れ
て
い
る
（
畑
に
名
前
が
あ
る
こ
と

と
同
様
）。

　

人
々
は
、そ
ん
な「
海
」を
畏
怖
し
、

慈
し
み
、
親
し
ん
で
い
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
（
ウ
フ
ミ
が
良
く
釣

れ
る
場
所
、
ア
ー
サ
ー
や
マ
ッ
タ
ー

が
良
く
生
え
る
場
所
な
ど
は
、
さ
ら

に
細
か
く
名
前
付
け
が
さ
れ
て
い
た

の
で
は
）。

　

港
湾
工
事
な
ど
に
よ
り
姿
を
変
え

た
入
り
江
も
あ
る
が
、
国
有
地
で
あ

る
海
岸
線
は
、
そ
の
姿
を
変
え
る
こ

と
は
少
な
い
。

　

今
月
号
か
ら
、
そ
ん
な
各
集
落
の

入
り
江
や
潮
だ
ま
り
の
名
前
を
紹
介

す
る
。

　

ご
存
知
の
各
集
落
の
入
り
江
や
潮

だ
ま
り
に
関
す
る
言
い
伝
え
や
行
事

等
が
あ
れ
ば
、
企
画
課
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。       

連
絡
先 

65-

１
１
１
１
（
内
線
23
）

言
い
伝
え
な
ど
に
つ
い
て

ナ
ガ
ラ
（
長
良
）

　

以
前
は
「
ト
ゥ
ン
ニ
ャ
ー
」

と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
て
い

た
。
ト
ゥ
ン
ニ
ャ
ー
と
は
、
シ

チ
ャ
ミ
（
節
浴
び
）
の
日
か
ら

７
日
目
に
行
わ
れ
、
親
子
連
れ

で
弁
当
や
ク
リ
ハ
ー
を
持
参

し
、
子
ど
も
た
ち
は
年
齢
に
応

じ
て
、
高
さ
の
違
う
一
番
鼻
か

ら
三
番
鼻
ま
で
の
高
台
か
ら
飛

び
込
み
、
登
る
途
中
の
岩
穴
に

男
子
は
フ
ン
ド
シ
（
後
に
パ
ン

ツ
）
を
、
女
子
は
腰
巻
き
を
絞

り
、
水
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま

で
繰
り
返
し
続
け
る
も
の
。
水

が
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
、
そ
の

年
は
豊
作
に
な
る
と
い
わ
れ
、

親
た
ち
は
声
援
を
送
り
、
子
ど

も
た
ち
は
恐
く
て
も
寒
く
て
も

我
慢
し
て
飛
び
込
み
続
け
た
と

い
う
。

　

も
と
も
と
豊
年
祭
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
農
家
が
少
な
く
な
っ

た
こ
と
と
、
安
全
性
が
優
先
さ

れ
る
今
の
時
代
で
は
、
廃
れ
て

し
ま
っ
て
久
し
い
。

　

ま
た
、
大
昔
に
花
良
治
の
漁

船
が
ナ
ガ
ラ
で
遭
難
し
た
。
そ

の
際
に
、
イ
ザ
リ
に
き
て
い
た

ナ
ー
ト
ゥ
メ
ー
ラ
ビ
が
遭
難
者

を
介
抱
し
た
と
い
う
言
い
伝
え

も
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
中
里
と

花
良
治
は
よ
く
交
流
し
た
と
い

う
。

　

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
他

集
落
と
比
べ
特
異
性
が
あ
る
中

里
の
言
葉
で
あ
る
が
、
花
良
治

の
言
葉
と
似
る
点
が
多
い
と
い

わ
れ
る
。

  

前
述
の
ト
ゥ
ン
ニ
ャ
ー
が
行

わ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

も
伝
え
ら
れ
る
。（
賀
村
幸
之

助
著:

「
民
話
と
明
治
の
偉
人
」

よ
り
）

　

今
よ
り
深
か
っ
た
頃
は
、
２

月
中
旬
か
ら
３
月
に
か
け
て
サ

ク
チ
（
大
型
の
ボ
ラ
）
や
サ
ジ

（
ヒ
ラ
ア
ジ
類
）
が
入
り
込
み
、

容
易
に
網
で
捕
れ
た
と
い
う
。

ツ
ミ
シ
（
積
石
）

  

昭
和
４
年
か
ら
６
年
に
か
け

て
今
の
滑
走
路
に
「
海
軍
不
時

着
飛
行
場
」
が
で
き
た
。
当
時

の
格
納
庫
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

は
な
く
、
石
垣
を
高
く
積
み
上

げ
て
い
た
。
そ
の
石
を
切
り
出

し
た
の
は
ツ
ミ
シ
や
ス
ギ
ラ
の

海
岸
で
あ
る
。
切
り
出
す
前
は

大
き
な
岩
山
で
あ
っ
た
た
め
、

天
然
の
防
潮
堤
に
な
っ
て
お
り

波
も
上
が
ら
な
か
っ
た
と
い

う
。
ま
た
当
時
、
飛
行
場
建
設

の
３
年
間
は
、
雇
用
が
あ
り
中

里
を
中
心
に
大
い
に
活
気
を
も

た
ら
し
た
。
し
か
し
数
年
後
に

そ
の
飛
行
場
の
た
め
に
中
里
周

辺
が
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
こ
と

は
皮
肉
で
あ
る
。

ス
ギ
ラ

　

そ
の
昔
、
大
島
か
ら
若
い
男

女
が
ス
ギ
ラ
に
漂
着
し
た
。
既

に
臨
月
で
あ
っ
た
女
は
女
児
を

出
産
し
、
夫
婦
仲
良
く
暮
ら
し

て
い
た
。
そ
ん
な
幸
せ
も
束
の

間
、
ス
ギ
ラ
の
と
な
り
に
あ
る

イ
ジ
ミ
（
真
水
が
出
る
泉
）
で

洗
濯
を
し
て
い
た
母
子
は
、
突

然
の
岩
崩
れ
の
下
敷
き
に
な
り

死
ん
で
し
ま
う
。
そ
れ
以
来
、

ス
ギ
ラ
で
は
赤
子
の
泣
き
声
が

す
る
と
い
わ
れ
、
ウ
ト
ゥ
ル

シ
ー
ド
ー
（
恐
い
場
所
）
と
呼

ば
れ
て
戦
前
ま
で
は
利
用
者
が

い
な
か
っ
た
。

　

今
は
多
く
の
海
水
浴
客
で
に

ぎ
わ
う
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
。
こ
の

よ
う
な
悲
し
く
も
恐
ろ
し
い
言

い
伝
え
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
き

れ
い
に
整
備
さ
れ
た
今
の
姿
か

ら
は
想
像
す
ら
で
き
な
い
。

ス
ー
ハ
マ
（
汐
浜
）

　

む
か
し
は
塩
を
と
っ
て
い
た

た
め
こ
の
名
が
付
い
た
。
ス
ギ

ラ
を
こ
わ
が
る
子
ど
も
た
ち

は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
こ
で
遊
ん
で

い
た
と
い
う
。

シ
ラ
ハ
マ
（
白
浜
）

　

以
前
は
そ
の
名
の
と
お
り
美

し
い
白
浜
で
あ
っ
た
が
、
潮
の

変
化
か
ら
か
面
影
は
な
い
。
そ

の
当
時
は
ハ
マ
ゴ
ボ
ウ
が
群
生

し
て
い
た
と
い
う
。
シ
マ
で
は

食
感
や
匂
い
が
本
物
の
ゴ
ボ
ウ

の
よ
う
な
根
を
食
す
が
、
種
子

島
で
は
葉
も
食
す
る
と
い
う
。

ウ
キ
ト
ゥ
（
沖
戸
）

　

入
り
江
内
に
は
大
き
な
岩
が

あ
り
、
戸
の
よ
う
に
外
海
と
仕

切
ら
れ
て
い
る
た
め
こ
の
名
が

付
い
た
と
い
う
。

ユ
ッ
シ
（
寄
瀬
）

　

色
々
な
物
が
漂
着
す
る
場
所

で
あ
り
、
台
風
後
は
打
ち
上
げ

ら
れ
た
魚
を
求
め
る
集
落
民
の

姿
が
あ
っ
た
と
い
う
。

※
す
べ
て
賀
村
幸
之
助
氏
（
中

里
）
か
ら
の
聞
き
取
り

（写真は「空から見るわがまち」より）

シ
マ
の

入

り

江

と

潮

だ

ま

り

連　

載　
　
　

第　

１　

回

～
中
里
編
～

ターイシ

スギラ

タナーナガラウキトゥシラハマユッシタンニャミ
（立波）ウーダチ

イジミ ツミシ

スーハマ
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喜界町の推計人口
（平成 20 年 10 月１日現在）

世 帯 数 ・・・・・ 3,760 戸 (   0 )

人 口 ・・・・・ 8,246 人 （-  7）

男 ・・・・・ 3,927 人 ( -  2 )

女 ・・・・・ 4,319 人 (-  5)

長
月
の
一ひ

と
ひ日

を
部
屋
に
籠こ

も

ら
へ
ば

や
を
ら
癒い
や

せ
る
諸も

ろ
せ
み蝉

の
声嶺

倉　

祝
子

ま
ろ
き
頬ほ
ほ

涼
し
き
眼
し
て
血
圧
計
巻

き
く
れ
し
ナ
ー
ス
白
衣
凛
々
し
き

北
島　

シ
ナ

八
人
の
孫
子
帰
省
し
に
ぎ
わ
し
く
独

り
居
の
吾
が
住
み
処
の
狭
し

有
村　

道
子

俄
雨
し
た
た
か
降
れ
ば
軒
近
く
百
日

紅
の
花
紅
く
散
り
つ
ぐ

平
尾　

チ
ヨ

薄
明
か
る
石
油
ラ
ン
プ
を
頼
り
と
し

大つ

む

ぎ
島
袖
織
り
し
は
我
の
ひ
と
こ
ま

屋
良
ミ
ノ
子

長
月
の
菊
風
呂
め
で
し
平
安
人
を
真

似
て
今
宵
は
湯
船
に
浸
る美

代　

イ
シ

紅
葉
な
き
喜し

ま
界
島
は
一
望
キ
ビ
畑
秋

風
に
白
き
穂
並
揺
れ
い
る郡　

　

市
子

九
月
な
れ
ど
暑
さ
酷
し
き
島
の
野
に

キ
ビ
植
え
の
ト
ラ
ク
タ
ー
お
ち
こ
ち

響
く                         

弥
島　

幸
子

台
風
の
少
な
き
年
と
思
い
し
に
九
月

に
入
り
て
吾
が
故さ

と郷
襲
う武

田　

幸
子

虚
ろ
な
る
心
を
満
た
す
筆
の
跡
亡
夫

の
手
帳
を
読
み
ゆ
く
日ひ
な
か中林　

　

蓮
香

氏　
　
　

名

向　
　

ヱ
カ

早
川　
　

哲

清
水
眞
之
兒

美
島　
　

忍

登
山　

健
雄

梅
原
賢
二
郎

年
齢

99
才

76
才

64
才

68
才

75
才

88
才

住

所

志
戸
桶

早

町

白

水

佐
手
久

島

中

志
戸
桶

早
川　

チ
エ

早

町

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

社
協
だ
よ
り

氏　
　
　

名

松
元　

藍あ
い
ら来

保
崎　

聖の
り
か香

山
口　

凛り
ん
か華

堤　
　

凪な
ぎ
た旅

保
護
者

正

和

光

一
透

拓

馬

住

所

中

里
湾湾

赤

連

２００９年７月２２日
　一生に一度の皆既日食まで

あと�２５４ 日
（２００８年１１月１０日現在）

主　催：関西奄美民謡芸能保存会
共　催：喜界町
後　援：関西奄美会・関西喜界町郷友会・喜界町文化協会喜界町社会福祉協議会・南海日日新聞社・奄美新聞社
協　賛：( 株 ) エキスプレストラベル・( 有 ) レインボートラベルサービス・パナウルライフサービス

交流とチャリティーの喜界島公演
ふるさとに感謝をこめて・・・

関西・喜界島の＜島唄・民舞の大共演＞

２００８年１２月７日 (日) 
◆開　演：１３時　◆開　場：１２時
喜界町立第一中学校　体育館
１０００円 ( 小学生以下無料 )
喜界町役場企画課・生涯学習課・文化協会・各集落区長・商工会協力店
喜界町役場企画課・生涯学習課              0997-65-1111
関西奄美民謡芸能保存会　里井会長　　090-2381-3449
　　　　　　　　　　　　森幹事長　　090-3658-0212
　　　　　　　　　　　　徳野相談役　090-8234-5292

日 　 　 時 ：

会 　 　 場 ：
入 場 整 理 券：
販 売 場 所：
お 問 合 わ せ：

　町内・町外（島出身者に限る）の事務所や店舗などをお持ちの皆さま、町の広報
やホームページに広告を掲載して会社やお店の PR をしませんか。　　　　　　　

　　　 ▽ 問い合わせ　役場企画課　☎ 0997-65-1111

奄
美
信
用
組
合

■
老
人
ホ
ー
ム
「
喜
界
園
」
へ
の
寄
附

「島バナナも食べ頃です」　
写真提供：喜界島おみやげセンター
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教
育
文
化
講
演
会
（
5
ペ
ー
ジ

参
照
）
で
の
こ
と
。
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
晴
永
教
育
長
は
「
今
日
、

ミ
ー
ニ
シ
（
新
北
風
）
が
吹
き
ま

し
た
」
と
話
さ
れ
た
。

　

少
な
か
ら
ず
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
。
季
節
の
変
わ
り
目
が
は
っ
き

り
し
な
い
シ
マ
に
あ
っ
て
、「
ミ
ー

ニ
シ
」
は
特
に
象
徴
的
な
こ
と
で

あ
る
に
も
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全

く
気
づ
か
な
か
っ
た
の
だ
。

　

シ
マ
の
偉
大
な
る
先
人
達
は
、

十
干
十
二
支
を
守
り
な
が
ら
、
シ

チ
ャ
ミ
や
フ
ユ
ン
ミ
ー
、
豊
年
祭

な
ど
の
様
々
な
年
中
行
事
を
し

た
。
そ
れ
は
日
常
生
活
の
な
か
か

ら
生
ま
れ
、
五
穀
豊
穣
や
無
病
息

災
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

先
人
達
は
生
命
が
誕
生
し
て
か
ら

罷
（
ま
か
）
る
（
マ
ー
リ
す
る
）

ま
で
に
、
数
々
の
「
ナ
リ
ク
（
な

ら
わ
し
）」
を
用
意
し
た
。
そ
し
て

衣
食
住
は
す
べ
て
自
ら
作
り
、
そ

の
た
め
の
生
地
、
農
機
具
や
漁
網

も
同
様
で
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

の
マ
ン
メ
ー
タ
レ
ー
・
馬
糞
と
り

な
ど
も
貴
重
な
労
働
力
だ
っ
た
。

ま
さ
に
先
人
た
ち
の
生
活
は
「
生

涯
学
習
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

な
ぜ
、
月
毎
の
シ
マ
の
姿
を
追

う
べ
き
私
は
、
ミ
ー
ニ
シ
に
気
づ

か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ウ
ヤ

フ
ジ
に
申
し
訳
な
い
思
い
だ
。

　

取
材
を
終
え
て
外
へ
出
た
。
北

か
ら
吹
く
そ
の
風
を
浴
び
て
み
る

と
、
ま
さ
し
く
前
日
ま
で
と
違
い
、

確
か
に
冷
た
か
っ
た
。　
（
植
村
）

編

集

後

記

城久公園にて。インド・ベンガル地方原産
の大型常緑つる性の多年草。沖縄などで

は、ブロックの塀やフェンスに這わして緑だ
けでなく花を観賞する。うすい秋空色の花を
咲かせ、藤のように長く垂れ下がり次々と開
花する。特に春と秋に満開となる。花ことば
は不明。

ベンガルヤハズカズラ

マメ科であり、ネムノキやホウオウボク
と似る。沖縄三大名花（他にデイゴ、

サンタンカ）に数えられ、沖縄ではよく見
受けられる。咲き誇る様は、まさに蝶が乱
舞しているようである。「美しい花にはト
ゲがある」といわれるように幹にするどい
トゲがあるので注意。花ことばは不明。

オオゴチョウ （大胡蝶 ・黄胡蝶）

ムチャカナ公園にて。アカネ科。
サンダンカ（三段花）とも呼

ばれる。オオゴチョウと同じく沖
縄三大名花。マレー半島が原産で
あり、江戸中期に琉球へ入ってき
た。その後、品種改良が重ねられ
多数の品種がある。写真は園芸種
で「ベニテマリ（紅手鞠）」である。
　花ことばは「謹厳」「張り切る」。

サンタンカ （山丹花）

フウチョウソウ科は約９００種
もあるが、日本に自生するの

はこの種だけである。材質が軽く
加工しやすいため、古くから魚釣
りの疑似餌に利用されたことが名
前の由来であり、木魚に利用され
たわけではない。「幸せを呼ぶチョ
ウ」ともいわれるツマベニチョ
ウ（褄紅蝶）の食樹（幼虫のエサ）
としても有名。花ことばは不明。

ギョボク （魚木）

10-11

「私は赤ちゃんの頃にジーナ母さんに拾われま
した。 まだ嫁入り前ですが、 なんとママになっ
たんです。 同じ家の猫さんが赤ちゃんを産んだ
のに子育てをしないから、 私が出ないおっぱい
をあげています。 子どもを産んだこともないの
に母性本能があるなんて自分でもビックリです。
クビをくわえて安全なところに運んだり、 なめて
あげたりしていると、 とっても幸せなのです」。

３

今月の

こんげつのわんこ

 生
せい

  メリーさん

　阿伝　�　�３才
　ミックス


